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研究成果の概要（和文）：明治期に建設された北海道の殖民都市は、規則的で均質的なグリッド市街地として建
設された。しかし、その中で周囲の自然環境に適応した環境共生型の都市設計手法が用いられてきた。
本研究は、これらの建設時の詳細な復元図を作成した上で、GIS上で現代の地図情報などと重ね合わせ、環境共
生型の都市設計手法を解明し、データベース化した。そして、蓄積された都市設計手法が現代の都市デザインに
どのように活用されているかを検証し、市街地近傍の山頂に向けた「山当て」による景観軸の形成、地形を回避
した斜行道路による「山当て」の形成、景観軸上への拠点的施設の設置、などの手法が現代の空間整備に活かさ
れている実態を確認した。

研究成果の概要（英文）：The cities of Hokkaido that were built during the Meiji period were urban 
areas constructed in regular, homogeneous grids.Furthermore, they employed environmentally symbiotic
 urban design methods to adapt to the surrounding natural environment.
In this study, we created detailed reconstruction maps of these buildings at the time of their 
construction. We then superimposed them on modern cartographic information to elucidate and compile 
a database of environmentally symbiotic urban design methods.We then examined how urban design 
methods are being utilized in contemporary urban design.As a result, we were able to confirm that 
the following methods have been utilized in the development of modern spaces: the formation of a 
landscape axis by “Yama-ate” oriented toward a mountain peak near the area, the formation of "
Yama-ate" by diagonal roads that bypass the terrain, and the installation of base facilities on the 
landscape axis.

研究分野：都市計画

キーワード： 環境共生型都市設計手法　北海道　グリッド市街地　市街地区画図　原野区画図　都市デザイン　復元
図　GIS
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研究成果の学術的意義や社会的意義
１）精緻な復元図とGISを用いて現代の地図情報を活用することで、近代都市において我が国の伝統的な「自然
や地形との応答による都市デザイン手法」の存在を科学的根拠をもって示し、データベース化できた。２）我が
国の伝統的な都市デザイン手法の系譜を根拠をもって補完できた。古代・中世・近世と継承された我が国固有の
伝統的なデザイン手法が、城下町建設から300年を経て近代都市にも継承された系譜を提示できた。３）復元図
の作成過程で「市街地区画図」を収集し、データベース化することに一定の成果をあげた。北海道では近代都市
でありながら区画図が未整理であり、研究対象が限定されてきたが、基礎的資料の整備に貢献できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景
　近代都市である北海道固有のグリッド市街地において、我が国の伝統的な自然・地形と応答
した都市デザインが実践されてきたのか、という学術的「問い」が本研究の出発点である。
　また、古代・中世・近世と継承された我が国固有の伝統的なデザイン手法が、近代にも用い
られたことを明らかにすることで、我が国の都市デザイン手法の系譜を根拠をもって補完でき
ると考えた。
　なお、北海道の都市は明治以降に建設された近代都市でありながら、区画図が未整理のため
に研究対象が限定されてきた。そこで、研究の共通の基盤づくりとして、「市街地区画図」のデー
タベース化が急務であると考えたことが、もう１つの背景である。
２．研究の目的
　明治期に建設された北海道殖民都市は、規則的で均質的なグリッド市街地として建設された。
しかし、その中で周囲の自然環境に適応した環境共生型の都市設計手法が用いられてきた。
　本研究は、これらの建設時の詳細な復元図を作成した上で、GIS 上で現代の地図情報などと
重ね合わせ、環境共生型の都市設計手法を解明し、データベース化する。そして、蓄積された
都市設計手法が、現代の都市デザインにどのように活用されているかを検証することを目的と
する。
３．研究の方法
　本研究は、研究代表者１名で実施し、北海道内の 179 市町村の中心市街地を研究対象とし、
以下の手順で研究を進めた。なお、当初は人口集中地区（DID：H27 国勢調査）を有する 54 都
市を優先的に調査する方針であったが、資料収集の関係からこの枠を解消し、広く全道を研究
対象とした。
（１）市街地区画図の収集：「市街地区画図」とは、主に明治 20 年代以降に市街地を建設する際、
1500 分の１程度の縮尺で作成された市街地設計図であり、主に①北海道立文書館等が所蔵す
る「開拓関連資料」、②地元市町村の教育委員会、を対象とした調査から収集した。
（２）復元図の作成とデータベース化：収集した区画図を基に、CAD を用いて「市街地区画復元図」
を作成した。ここでは、道路・街区・宅地等の寸法を明記した。同時に、収集した市街地区画
図も、基礎データ（作成年・作成者・原図保管場所等）等を整理した。
（３）GIS・GPS を用いた都市設計手法の解読：復元図を、GIS 上の地図情報等と重ね合わせ、
自然環境に適応した都市設計手法
を解明した。①等高線情報から地
形・微地形への適応の実態、②詳
細な寸法を元に市街地区画と殖民
地区画の関係性、等を分析した。
（４）現代の都市デザインへの活
用実態の検証：蓄積された都市設
計手法を整理した上で、それらが
現在の都市デザインにどのように
活用されているかを検証した。
４．研究成果
（１）復元図と市街地区画図のデー
タベース化（図１）
　研究方法（１〜３）を実践した
成果を、都市別の「復元図シート」
にまとめた。１. 都市名、２. デー
タ、３. 復元図、４. 市街地区画図、
５. 解説文、の構成とし（図１）、
74 都市を対象に作成した。
　４. 市街地区画図は、研究方法
（１）に対応する。資料名に加え、
縮尺・作成者・作成年・出典・所
蔵先を示した。歴史的資料の散逸
による研究の停滞に一定の貢献が
できたと考える。
　３. 復元図は、GIS を用いて現
在の地図情報と重ね合わせてお
り、建設時の市街地区画と地形な
どとの関係を確認できる。同図に
は建設時の道路と街区の寸法、現
在の主な公共施設を記入してい
る。主に研究方法 ( ２) と ( ３)
に対応しており、以下の分析の基
礎データとした。 図１　復元図と市街地区画図を示した「復元図シート」
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【区画寸法】
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天塩国上川郡名寄殖民地区画図／天塩国上川郡名寄太殖
民地区画図 ,【縮尺】1/25000,

【作成年】明治 37 年初版 ,昭和 10 年六版　
【作成者】北海道庁 ,　【所蔵】北海道立図書館

●名寄市街地は、北海道で最後発の大規模停車場市街地である。名寄太

原野の天塩川沿いに立地し。明治 34 年に市街地区画が測設され、宅地

は同 35 年に競売で売却された。停車場は同 36 年に開業している。

●この市街地は、明治 30 年に殖民地区画が測設された際に「★予定市

街地」として存置された範囲に建設された。６つの中画分の規模であり、

36 小画分に相当する。この外枠線は、東西は何れも①③殖民地区画道

路（中画境界）であり、南北は④⑥小画境界線で周囲の原野と画している。

●市街地の区画は、11 間と８間道路を介して 26 × 60 間の街区が規則

的に配置された。60 × 60 間街区を基本型とし、中間に８間道を設置し

たものであり、宅地はこの街区を 10 等分した６× 26 間としている。

●この市街地設計における南北方向の基準線は⑤仲通である。これは原

野の 13 号道路であり、同市街地ではこの⑤仲通だけが殖民地区画道路

と直線的に接続する。東西方向の②大通は、【B】点において③東 10 号

道路と 17 間のズレがある。これは、①東９号（西４条通、仮定県道）

を南北の基準線とし、西から街区配置を進めた結果である。【C】【D】点

でも市街地区画道路との連続性は考慮されなかった。

●また、名寄市街地の公共施設用地の配置状況を見ると、殖民地区画道

路が市街地と周囲の農村を空間的に連続する重要な幹線であったことが

わかる。駅前地区ではなく、13 号線でもある⑤仲通沿いに多くの公共

施設用地が集中して設置された。

【殖民地区画】　明治 30 年測設 ,同 32 年貸付
【市街地区画】　明治 30 年予定地設定 ,同 34 測設 ,同 35 年貸付
【　鉄　道　】　明治 36 年開業 ,【 開拓道路 】　明治 33 年開削

＜上川＞

【仮】開拓方法に起因する私設市街地の発展

２

３

４ ５

１



（２）環境共生型都市設計手法の現代都市デザインにおける活用実態の検証
　次に、復元図シートから環境共生型都市設計手法を抽出し、それらが現代の都市デザインに
おいてどのように活用されているかを検証した。以下では、①②③は象徴空間などへの軸線の
形成、④⑤⑥は景観線の形成について示した。なお、【A】や①、❶などは各々の図と対応する。
①名寄市街地：船着場と鉄道駅をつなぐ L字骨格の形成（図１）
　大規模な停車場市街地である名寄市街地では、天塩川の自然環境のもとで設置された従来の
交通拠点（船着場）が周辺の市街化を促し、後発
の新拠点（鉄道駅）との間に L 字型の商業軸を形
成した。船着場が機能を失った後も空間構造は継
承され、現在もその強化が図られている。
　同市街地は、名寄太原野の天塩川沿いに立地
し、明治 30 年に殖民地区画が測設された際に「予
定市街地」とした範囲に、同 34 年に区画された。
停車場の開業は同 36 年である。一方、天塩川に
は同33年に船着場が設置され、約10年間にわたっ
て都市拠点として存在した。市街地区画地が投機
の対象となって宅地が高騰した等の事情もあり、
船着場周辺から市街化が進み、商店に加え寺町や
歓楽街も形成された。L 字骨格は、この地域と駅
前をつなぐ形で形成された。
②穂別市街地：グリッド市街地に斜行する象徴空
間に向かうシンボル軸の形成（図２）
　河岸段丘上に立地する穂別市街地では、近傍の
丘陵地上にある神社に対して、グリッド市街地に
貫入する斜行する参道を建設し、シンボル軸を形
成した。区画増設時に斜行道路の解消はできたは
ずだが、象徴空間が立地する丘陵地の地形に正対
する向きを優先させた。
　穂別市街地は、明治 36 年から市街地化が始ま
り、大正 12 年に穂別駅が開業した【A】。先行し
たグリッド市街地に対して、神社の参道である④
道路が斜めに貫入している点が特徴である。昭和
10 年に丘陵地上に穂別神社が建設されたが【B】、
地元の古老によると、①道路から③道路の区画が
増設される以前から④道路には参道として松並木
が植えられていた。④道路は丘陵地の斜面に概ね 図２　穂別市街地での神社への軸線
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本図は以下の①-③を参考に作成した。
①北海道国有未開地処分法完結文書 
土地連絡図 勇払郡穂別、大正末～昭和初期、
北海道庁、北海道立文書館所蔵
②閉鎖された地図に準じる図面 縮尺千分之一
昭和五年八月調査、札幌法務局苫小牧支局
③公図

【出典】

1/10000

土地連絡図胆振支庁勇払郡穂別村穂別、辺富内、塁標
【縮尺】ー ,【作成年】大正末～昭和初期 ,　
【作成者】北海道庁 ,【掲載】北海道国有未開地処分法完
結文書 土地連絡図 勇払郡穂別 ,【所蔵】北海道立文書館

【名　称】土地連絡図胆振支庁勇払郡穂別村穂別、辺富内、塁標
【縮　尺】不明、　【作成年】大正末～昭和初期　
【作成者】北海道庁殖民部、【掲　載】北海道国有未開地
処分法完結文書 土地連絡図 勇払郡穂別

【所　蔵】北海道立文書館所蔵

●穂別市街地は、穂別川と鵡川の合流地点の河岸段

丘上に立地している。市街地区画の測設・貸付年は

不明だが、明治 36 年から市街地への移住者が増え

はじめたとの記録があり、明治末期には学校や駅逓

所が開設されている。その後、大正 12 年に穂別駅

が開業し【A】、翌 13 年には、180 戸が連なる市街

地が形成されていた。

●大正末期頃に作成された連絡図を見ると、建設当

初の市街地は、段丘面に平行する２本の①②道路に

よってラダー状の骨格が形成されていた。街区寸法

は、短辺が 30 間幅であり、長辺は 42 間から 60 間

で一定ではない。宅地寸法は、現在の公図の様子か

ら見て、奥行 6間×間口 15 間程度と考えられる。 

●この市街地の最大の特徴は、グリッド状の市街地

に対して、神社の参道が斜めに貫入している点であ

る ( ④道路 )。昭和 10 ★年頃に西側の丘陵地 ( 現

在地 )に穂別神社が建設されたが【B】、同★年に作

成された地籍図には既に点線で現在の④斜行道路が

記入されている。市街地区画が増設されて①道路か

ら③道路の間が区画された年代は不明だが、地元の

古老によると、区画増設以前から④道路には松並木

が植えられ、住民が参道として利用していたと言う。

この斜行道路は、丘陵地の斜面に概ね直交し、社殿

に正対するシンボリックな参道の創出を意図したと

も考えられる。市街地区画を増設する際に斜行道路

を解消してグリッド状に区画にすることもできたで

あろうが、既に形成された空間演出を尊重して継承

する柔軟性が感じられる。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

＜胆振＞

グリッド市街地に斜めに貫入するシンボル軸

【殖民地区画】　明治★年測設 ,同★年貸付
【市街地区画】　明治★年測設 ,同★年貸付
【　鉄　道　】　明治★年開業 ,【 開拓道路 】　明治★年開削

❶：穂別神社への軸線

図３　長沼市街地を貫通する視軸としての馬追運河
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1/1ページ

2017/10/13http://www3.library.pref.hokkaido.jp/digitallibrary/dsearch/ics/viewer/viewer_support.php

石狩国夕張郡馬追原野区画図第一 ,【縮尺】1/25000,
【作成年】明治 28 年初版 ,昭和元年五版 ,
【作成者】北海道庁 ,【所蔵】北海道立図書館

長沼村市街地の図　明治 30 年ころの区画と貸付状況 ,
【縮尺】ー ,【作成年】明治 30 年 ,
【作成者】ー ,【所蔵】北海道大学

●長沼市街地が立地する馬追原野は、開拓以前は沼地や低湿地帯が広が

る原野であった。近代以降も水害に悩まされ、大規模な排水路を縦横に

建設してきた。その一環として、排水と舟運を目的とした①馬追運河を

建設することで、原野開拓と市街地建設を同時に実現させた。 

●①運河は明治 26 年に計画され、殖民地区画・市街地区画・運河建設

が一体的に行われた。翌 27 年に着工、同 29 年に竣工している。市街地

の区画も同 28 年に完了し、同 29 年までに貸下げられている。 

●馬追運河は殖民地区画に対して 45 度斜行し、北東部の馬追丘陵麓か

ら南西部の旧夕張川までの約 10km を直線的に開削された。竣工後に同

運河-旧夕張川-千歳川-江別をつなぐ舟運が大正５-６年まで続いた。

●この市街地は、殖民地区画道路である②道路と③道路 および①馬追

運河を基準線とし、交点【A】を中心に、東西南北の４つの小画の範囲

で計画された。北海道の小規模市街地で多く見られる「４小画市街地」

の典型である。中央部付近に船着場【B】を設置して水陸の交通幹線を

交差させることで、都市機能をコンパクトに集約している。当時は、船

着場【B】と③北三号道路との間には事務所や倉庫が並び、飲食店や芝

居小屋等も建設され、中心街として賑わった。現在でも③道路沿いの商

業軸は継承されている。また、運河に開けた役場・警察署用地が設定さ

れ【C】、現在の官庁街の基礎となった。

●現在は、舟運機能は失いながらも運河が遠方を見通せる「視軸」とし

て存在し、北海道では数少ない水辺による象徴的な空間を創出している。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ///////

【殖民地区画】　明治 26 年測設 ,同 26 年貸付
【市街地区画】　明治 27 年測設 ,同 28,29 年貸付
【　鉄　道　】　ー ,【 開拓道路 】　明治 26or27 年開削

＜空知＞

【仮】市街地を斜めに貫く馬追運河による景観軸形成
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①：馬追運河

原野の基準線となる水路



直交しており、社殿に正対す
るシンボル性の演出を意図し
たのだろう。

３

③長沼市街地：市街地を 45
度に斜行する運河による視軸
の形成（図３）
　長沼市街地では、市街地区
画に対して 45 度に斜行する
馬追運河が直線状に市街地を
貫通し、遠方を見通せる「視
軸」として存在する。湿地帯
の改良を意図した自然原理に
基づく運河建設が、開拓期の
計画原理に基づく区画道路と
斜行したことで、水辺による
象徴的な空間を創出した。
　同市街地が立地する馬追原
野には低湿地が広がり、排水
と舟運を目的とした運河を建
設することで、原野開拓と市
街地建設を実現させた。運河
は明治 26 年に計画され、市
街地の区画も同 28 年に完了
している。馬追運河は、北東
部の馬追丘陵麓から南西部で
原野の中で最低地である旧夕
張川まで、約 10km を直線的
に開削された。一方、原野の
最長辺部である南北方向に殖
民地区画の基線が設置され、
これを基準線として市街地が
区画された。
④羊蹄山周辺地域・精緻に計
算して山頂に向けられた殖民
地区画計画（図４）
　羊蹄山周辺地域では、蝦夷
富士と呼ばれる羊蹄山を中心
に、複数の山当てラインが計
画され、それを基準に殖民地
区画が計画された。そのライ
ン上に市街地を建設し、主要
道路を構成したことで、市街
地から山を要望できる空間構
造を形成した。
　A 点と B 点は（図４）羊蹄
山の山頂を介して直線上に並
ぶ。A 点では、南側に羊蹄山、
西側にワイスホルンを眺望で
き、B 点では、北側に羊蹄山、
東側に尻別岳が見通せる。A,B
点が、直交する２つの山当て
を構成できる箇所は、図中で
示したように極めて限られて
おり、殖民地区画が精緻に計
画されたことが確認できる。
この地域では、他にも京極市
街地からニセコアンヌプリ、
ニセコ市街地からの羊蹄山と
ニセコアンヌプリへの山当て
など、多くの山当てラインが
ある。

図５　音威子府市街地の旧船着場からの山当て
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音威子府市街（大正年間のころ）,【縮尺】ー ,
【作成年】ー ,【作成者】ー、【掲載】音威子府村史（音
威子府村★、昭和★年）巻頭口絵

明治 39-40 年入植当時の区画割と入植者名 ,
【縮尺】ー ,【作成年】明治 40 年 ,【作成者】ー ,
【掲載】開基八十周年記念「軌跡（おといねっぷ物語）」p62

●音威子府市街地は、天塩川沿いにある

停車場市街地である。周囲のオトイ子ッ

プ原野は明治 30 年に御料地に編入され、

同 33 年から区画が測設された。音威子

府地区の入植は同 38 年からである。

●その後、同 44 年には鉄道予定線が決

定し、既に農地として貸付けられていた

現在の市街地付近を市街地・鉄道用地と

して買収した。鉄道は大正元年に開業し、

駅舎は①二線道路付近に置かれた【A】。

同時に、③道路を軸に②三線道路にかけ

て市街地区画が設定された。

●それ以前の同 39 年頃には、①②道路

の先端部に２つの船着場【B】【C】が開

設されていた。①道路は鉄道工事による

運搬路として使われたため、【B】の機能

は徐々に【C】に移行した。ここでは、

船着場設置から地域での鉄道開業までの

約 20 年間、船着場が拠点性を持ち、市

街地形成に影響を与えた。

●例えば②道路沿いでは、鉄道開業後か

ら公共施設の建設が続いた。大正２年の

小学校建設に続き、中学校と高校が建設

された【D】。その後、八幡神社が移築さ

れ、隣地に村役場が新築された【E】。昭

和 26 年の役場建替時には神社を②道路

の軸線上の丘陵部に移設している【F】。 

●②三線道路は、元々、東方にある音威

子府富士への山当てが見られた（❶ライ

ン）。現在、船着場跡に立つと、役場【E】

を介して文教地区【D】が見通せ、その

先の山中には神社【F】が視認でき、背

後には音威子府富士が眺望できる。 

●この市街地では、山当てが見られた道

路に船着場を設置し、やがて都市軸化し

たことで、軸線上への神社移転が発意さ

れ、景観軸の形成に至ったのだろう。 

●●●●●●●●●●●● /////

【殖民地区画】　明治 33 年測設 ,同 38 年貸付
【市街地区画】　明治 44or45 年測設 ,同★年貸付
【　鉄　道　】　大正 01 年開業 ,【 開拓道路 】　大正初期開削

＜上川＞

【仮】船着場から伸びる景観軸の形成

❶音威子府富士への山当てライン

❶：音威子府富士への眺望

図４　羊蹄山周辺の山当て
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文教地区【D】が見通せ、その先の山中には神社【F】が視認でき、背後に音威子府富士が眺望
できる。
⑥日高市街地：崖地を回避した斜行道路での山当てによる景観軸の形成（図６）
　日高市街地では、当時の土木技術を背景に崖地を回避する道路を計画し、その向き（傾き）
を検討する段階で近傍にあった山頂を目印にして山当てを構成した。この斜行道路は現在の中
心的な骨格道路であり、山当ては現在の都市軸を景観的に演出している。
　日高市街地では、 それぞれで山当てが見られる①第一基線と②第二基線が Y 字型に設置され
た ( ❶❷ライン )。２本の基線をショートカットするように繋いでいる③道路は、本来的な殖
民地区画道路の位置から外れた斜行道路である。この南西隣には本来の④殖民地区画道路があ
るが、その途中に落差 10m を超える河岸段丘の崖地があり【A】、それを回避するために斜行道
路を設置した。そしてこの道路は、北日高岳に対する山当てを構成している ( ❸ライン ) 。
　以上のように、空間的に均質で単調と言われてきた北海道のグリッド市街地において、環境
共生型の都市設計手法が用いられてきたことが確認された。そして、古代から近世都市に至る
都市設計手法の系譜に、北海道の近代都市を加えることが出来る可能性を示唆した。
　なお、研究当初は想定していなかったが、精緻な寸法を用いて復元した市街地区画と殖民地
区画の両者を重ね合わせることで、これまで抽象的に語られてきた両者の関係、例えば、市街
地範囲や市街地区画道路の位置設定などについで、客観的な根拠をもって示すことができた。

＜参考文献＞
名寄市史編さん委員会（1999）「新名寄市史第１巻」名寄市
長沼町史編さん委員会（1962）「長沼町の歴史上巻・下巻」北海道長沼町
穂別町史編さん委員会（1968）「穂別町史」北海道・穂別町役場
音威子府村史編さん委員会（1976）「音威子府村史」音威子府村役場
日高町史編纂委員会編（1977）「日高町史」日高町役場

４

⑤音威子府市街地：船着場から神社を介して山に向かう景観軸の形成（図５）
　音威子府市街地では、山当てが見られて市街地の中で最も景観的に優れた道路に注目し、そ
こで長年かけて船着場や役場などの都市機能を集積して都市軸化した。そこから軸線上への神
社移転が発意され、船着場・役場・文教地区・神社・音威子府富士からなる景観軸の形成に至った。
　天塩川沿いの音威子府市街地はオトイ子ップ原野に立地し、明治 33 年から区画され、大正
元年に鉄道が開業した。駅舎は①二線道路付近に置かれ【A】、②三線道路にかけて市街地が区
画された。一方、同 39 年頃には船着場【C】が開設されたが、これがある②三線道路は、元来、
音威子府富士への山当てがあった（❶ライン）。現在、船着場跡に立つと、役場【E】を介して

図６　日高市街地における斜行道路の山当て
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【出典】
本図は以下の区画図と現在の公図を用いて作成した。
日高国沙流郡ウシャプ,ニセウ殖民地増設区画図
二万五千分之一、北海道庁発行、
明治四十三年二月十三日初刷、
大正六年二月二十八日発行、
北海道立文書館所蔵
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日高国沙流郡ウシャプ ,ニセウ殖民地増設区画図
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●日高市街地は、★★★原野に立地する。★年に区画され、★年に貸下

げられた。ここでは、殖民地区画道路である①第一基線と②第二基線が

Y字型に設置され、①第一基線を基準に殖民地区画が測設された。この

２本の基線をショートカットするように繋いでいる③道路に沿って、明

治最末期から市街地が建設された。 

●現在の国道 274 号であるこの③道路は、本来的な殖民地区画道路の位

置から外れた斜行道路である。この南西隣には本来の④殖民地区画道路

があるが、その途中に落差 10m を超える河岸段丘の崖地があり【A】、そ

れを回避するために斜行道路を設置したのであろう。当時の土木技術を

背景に、地形に対して柔軟に対応する姿勢が読み取れる。 

●なお、この③斜行道路では、北日高岳に対する山当てが見られる。こ

の山当てを目的に③道路を斜行させたとは考えにくいが、崖地を回避す

る道路を計画してその向きを検討する段階で、近傍にあった北日高岳山

頂を目印にしたものであろう (❶ライン ) 。また、①第一基線 からは

千呂露★が見通せる。基線における山当てであることから、計画時の基

準とした可能性はある (❷ライン ) 。さらに、市街地から見掛け上で

最も高く見える山の麓に日高神社が配置され、その参道でも正面に山頂

が見通せる。【B】 (❸ライン ) 。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

【殖民地区画】　明治★年測設 ,同★年貸付
【市街地区画】　明治★年測設 ,同★年貸付
【　鉄　道　】　明治★年開業 ,【 開拓道路 】　明治★年開削
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地形的制約による殖民地区画道路の付け替え

❷：第二基線からの山当て

❶：第一基線からの山当て

❸：斜行道路からの山当て
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